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研究成果の概要（和文）：ポリグラフ検査（隠匿情報検査）は，犯罪捜査において，被検査者が事件情報を知っ
ているか否かを生理反応から調べる検査である。隠匿情報検査は認識の検査であるが，被検査者が事件情報を隠
している可能性があるときのみ実施される。本研究では，検査中の隠蔽意図を操作することで，認識に関連する
生理反応と隠蔽に関連する生理反応を特定した。被検査者が事件情報を認識しているときは，その情報の有意味
性により，定位反応が生じた。一方，情報を隠そうとしているときは，定位反応をモニターし抑制する処理が生
じた。これらの結果をふまえて，隠匿情報検査の認知処理過程モデルを提案した。

研究成果の概要（英文）：The concealed information test (CIT) is used for criminal investigations and
 examines an examinee’s recognition on crime-relevant information from physiological responses. 
Although the CIT is a recognition detection test, the CIT is performed only when the examinee may be
 concealing the crime-relevant information. The present study manipulated the intention to conceal 
during the CIT and decomposed physiological responses into recognition- and concealment-related 
responses. The recognition of crime-relevant information elicited orienting responses, because the 
information is significant for the examinee. In contrast, the intention to conceal elicited 
controlled process to monitor and inhibit the orienting responses. On the basis of these findings, I
 proposed a cognitive process model for the CIT. 

研究分野：心理生理学，犯罪心理学
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１．研究開始当初の背景 
 わが国の犯罪捜査では，隠匿情報検査法に
よるポリグラフ検査が行われている。隠匿情
報検査は，被検査者の事件に関する認識を調
べる検査である。図 1のように，事件に関係
する項目（関連項目）と，それと類似するが
事件とは無関係な項目（非関連項目）を被検
査者に示したときの生理反応を測る。生理反
応が関連・非関連項目間で異なれば，「関連
項目を認識している」と推定する。 

 
図 1 指輪が盗まれた事件における隠匿情報
検査の例 
 
 隠匿情報検査では認識に関わる生理反応
を測定しているが，検査が実際に実施される
のは，被検査者が事件に関する認識を隠して
いる可能性があるときのみである。したがっ
て，図 2のように，検査で得られる生理反応
は，認識だけではなく，隠蔽の影響も受けて
いる可能性がある。 

図 2 隠匿情報検査で調べる対象と，実際に
検査が必要となる状況 
 
 しかし，検査で得られる生理反応を，認識
に関わる反応と隠蔽に関わる反応に分離す
る研究は，十分に行われていない。心理生理
学では，生理反応からその背後にある認知処
理を推測する。生理反応を分離することで，
関連項目を認識する過程と隠そうとする過
程でどのような認知処理が生じるのかを推
測できる。 
 
２．研究の目的 
 隠匿情報検査における生理反応は，認識と
隠蔽の両方の影響を受けると考えられる。本
研究では，隠蔽の有無を実験的に操作したと
きの中枢・自律神経系反応を測ることで，認
識に関する反応と隠蔽に関する反応を分離
する。そして，それぞれの反応から認知処理
を推定することで，認識を隠すときの認知処
理過程を明らかにする。 
 

３．研究の方法 
 実験参加者（N = 30）は，アクセサリ 1つ
と電化製品 1 つを模擬的に盗んだ。その後，
実験者が参加者の持ち物を調べ，一方の窃盗
品を発見した。もう一方の窃盗品は隠された
ままであった。 
 その後，アクセサリに関する隠匿情報検査
（質問項目は図 1のとおり）と電化製品に関
する隠匿情報検査を行った。それぞれの検査
での関連項目は窃盗品であった。隠されたま
まの窃盗品に関する検査は，通常の隠匿情報
検査であり，参加者は検査によって窃盗品が
発覚しないように努めた（隠蔽条件）。一方，
すでに開示した窃盗品に関する検査では，参
加者は窃盗品を隠す必要がなかった（開示条
件）。検査では各項目が 22 秒間隔でランダム
に計 12 回提示された。参加者はすべての項
目に対して右手のボタンを押した。検査後，
検査中の主観的な覚醒度と隠蔽意図の強さ
を visual analog scale（VAS）で報告した。 
 各隠匿情報検査において，中枢・自律神経
系活動を測った。中枢神経系の測度は，事象
関連電位（event-related potential: ERP）
であった。とくに，刺激提示後 200 ms 付近
に生じる N2，400-500 ms 付近に生じる P3
（P300），500 ms 以降に生じる slow wave に
注目した。自律神経系の測度は，汗腺活動と
対応する皮膚コンダクタンス反応，末梢血管
の収縮と対応する皮膚血流量，心拍数，呼吸
であった。これらの測度は，通常の隠匿情報
検査では関連・非関連項目間で差が生じるこ
とが，くり返し報告されている。  
 
４．研究成果 
(1) 実験操作チェック 
 図 3に主観的な覚醒度および隠蔽意図を示
した。覚醒度は隠蔽・開示条件間で差がなく，
隠蔽意図は隠蔽条件で有意に高かった。本実
験の手続きにより隠蔽意図を適切に操作で
きたといえる。 

図 3 検査中の主観的な覚醒度・隠蔽意図 
 
(2) 自律神経系反応 
 図 4のように，隠蔽意図の有無に関わらず，
関連項目を認識していれば，心拍数は減少し，
皮膚コンダクタンス反応は増大し，皮膚血流
量は減少した。しかし，呼吸の抑制は，隠蔽
意図があるときのみにみられた。また，皮膚
コンダクタンスの判定成績は，開示条件より
も隠蔽条件の方が有意に高かった。 
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図 4 隠蔽・開示条件における自律神経系測
度。* p < 0.05. 
 
 関連項目を認識しているときに生じる心
拍数の低下，皮膚コンダクタンスの増大，皮
膚血流量の低下は，定位反応と関わると考え
られる。定位反応は，提示される頻度が少な
く有意味な刺激に対して，自動的に生じる。
関連項目を認識している参加者にとっては，
関連項目は提示頻度が低く，模擬窃盗に関連
した有意味な刺激である。そのため，定位反
応が生じたと考えられる。先行研究から，心
拍数の低下は刺激の取り込みと対応し，皮膚
コンダクタンスの増大と皮膚血流量の低下
は，刺激に対して行動を起こすための準備状
態と対応すると考えられる。 
 一方，呼吸の抑制は，隠蔽意図があるとき
のみに生じた。先行研究から，呼吸の抑制は，
感情を抑えようとするときや，環境から退避
しているときに生じる。自己の内部状態に注
目し，関連項目に対して生じた覚醒（定位反
応）を抑えようとする過程が，呼吸の抑制と
関連すると考えられる。 
 
(3) 中枢神経系反応 
 図 5に事象関連電位の結果を示す。隠蔽・
開示条件ともに，N2 と P3 は，関連項目に対
して非関連項目に対してよりも増大した。し
かし，slow wave は，隠蔽条件においてのみ，
関連項目に対して増大した。 

図 5 頭皮上の中心部（Cz）・頭頂部（Pz）・
後頭部（Oz）における事象関連電位 

 
 関連項目を認識しているときに生じる
N2・P3 の増大は，定位反応の過程と対応する
と考えられる。一般に，N2は，他とは異なる
刺激の検出に関わる。P3 は，刺激の評価過程
を反映し，あまり提示されない有意味な刺激
に対して増大する。そのため，関連項目を認
識していると，N2 と P3 が増大すると考えら
れる。 
 一方，slow wave の増大は，隠蔽意図があ
るときのみにみられた。ただし，この slow 
wave が反映する処理については，不明な点が
多い。 
 
(4) slow wave の機能 
 Slow wave は，一般に，情動刺激によって
生じるもの（late positive potential（LPP）
ともいう）と，刺激検出後の制御的処理によ
り生じるものがある。隠しているときに生じ
る slow wave がどちらに相当するのかを調べ
るため，情動刺激を提示したときと付加的な
認知処理（記憶した 2数字の更新）を求めた
ときの slow wave を測り，隠しているときの
slow wave と比べた。図 6 は，時空間主成分
分析により slow wave に相当する成分を抽出
し，頭皮上分布を比べたものである。隠して
いるときの slow wave の頭皮上分布は，情動
刺激を提示した時の頭皮上分布よりも，制御
的処理を行ったときの頭皮上分布に類似し
ていた。そのため，隠蔽意図に関わる slow 
wave は，制御的処理と対応すると考えられた。 

図 6 時空間主成分分析による slow wave の
時間的変化（上）と頭皮上分布（下） 
 
(5) slow wave の発生源 
 隠蔽に関わる slow wave が反映する制御的
処理をさらに詳しく考察するため，発生源を
低 解 像 度 脳 電 磁 図 ト モ グ ラ フ ィ
（ standardized low resolution brain 
electromagnetic tomography: sLORETA）に
より分析した。図 7 のように，slow wave の
発生源は，右中前頭回と右下前頭回に推定さ
れた。これらの部位は，抑制と対応すること
が知られている。また，右前頭部の左前頭部
に対する相対的な賦活は，回避動機づけと対
応するとされている。 
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図 7 隠蔽時の slow wave の発生源 
 
(6) まとめ 
 以上の結果を踏まえて，隠匿情報検査にお
ける認知処理過程として，図 8のようなモデ
ルを提案した。関連項目を認識しているとき
は，自動的に定位反応が生じる。関連項目が
提示されてから約 200 ms 後に刺激が検出さ
れ，取り込みが行われる。その後，約 400 ms
後に刺激の評価が行われる。重要な刺激だと
評価されたら，それに対応するため，行動へ
の準備がはじまる。一方，関連項目を隠して
いるときは，項目提示から 500 ms 以降に，
制御的な処理が生じる。とくに，自己の内部
で生じている生理反応をモニターし抑制す
るために，認知負荷が高まると考えられる。 

図 8 隠匿情報検査における認知処理モデル 
 
 また，隠蔽すべき項目を検出すると回避動
機づけが生じ，それが制御的処理を引き起こ
すとともに，定位反応を増幅する過程が想定
できる。ただし，この過程は本研究では十分
に示されていない。今後の研究により，上記
の認知処理モデルが検証され，さらに拡張さ
れることを期待する。 
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